
川に学ぶ体験活動協議会（略称RAC）は、「川の
指導者」の育成や様々な活動を通じて川と人々との
関係をより深いものにしていくことを目的として、
平成12年9月に設立され、令和3年2月現在102団
体によって構成されています。
今回も直近の活動報告及び今年度の取組予定に

ついてご紹介致します。

【令和 2 年熊本水害における救援活動について】
令和2年7月豪雨では、熊本県を中心に各地で豪

雨被害が発生しました。特に球磨川水系では、球磨
村や人吉市、相良村など
計13カ所で氾濫や決壊
が発生し多大なる被害
発生しました。RACで
は球磨川水系において、
国土交通省八代河川国
道事務所の事業として、
先駆的に流域における
川の指導者の養成や小
中学生向けに水難事故
防止講習会を継続的に
展開してきた地域の一つです。今回の水害発生時に
は、その事業の中で育成された川の指導者等が率先
して、発災直後から被災地において救助活動や支援

活動を行っ
ています。
コロナ禍で
他県からボ
ランティア
が入らず、
さらに今年
の夏は猛暑
日が続いた
大変厳しい

環境のもと、泥水に浸かった家財道具の整理や泥出
しなども実施してい
ました。そして、そ
の活動を支えるため
に、全国の川仲間や
その川仲間の声がけ
によって新潟県見附
市をはじめ多くの企

業や団体から支援を頂きました。そのお陰で地元の
川の指導者等有志により長期にわたって被災地へ
の支援活動が可能になりました。ご支援頂いた方、
現地でボランティア活動を行なわれた方々、そして
その活動へ職員を快く派遣頂いた団体のみなさま
に、この紙面をお借りして深く御礼申し上げます。

【第 18 回 RAC フォーラム（WEB）のご案内　3 ／ 7】
今回のフォーラムは、ZOOMを活用した、ウェビ
ナー形式にて開催します。
野外活動にお

ける弁護活動の
第一人者である
早川弁護士に
よる、コロナ禍
におけるリスク
マネジメントの
講演や、ミズベ
リング等でもご
活躍の岩本さん
より、「新しい
水辺の創造と連
携」についてお
話し頂きます。
参加申込方法
等につきましては下記RACのホームページにてご
参照下さい。

・開催日　令和3年3月6日（土）13:00～15:45

 

これらの活動を通じ、川のリスクと危険回避の方
法が普及され、川での体験機会が増え、川と人とが
共存できる「川に学ぶ社会」へ、一歩でも近づくこ
とが出来れば幸いです。

≪NPO法人川に学ぶ体験活動協議会≫
東京都北区田端 1-11-1　勘五郎ビル 104
TEL.03‒5832‒9841　FAX.03‒6893‒2642
http://www.rac.gr.jp

「川に学ぶ体験活動協議会」活動紹介
NPO 法人川に学ぶ体験活動協議会　事務局長　斉藤　隆
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・
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の
歌

第
88
回

澤
井
園
子

元
横
浜
市
立
子
安
小
学
校
　
教
諭

　
伊い

香か

保ほ

ろ
の
　
八や

尺さ
か

の
堰ゐ

で塞
に
　
立
つ
虹の
じ

の

　
　
　
　
　
　
　
顕あ
ら
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ま
で
も
　
さ
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を
さ
寝ね

て

人
に
会
え
な
い
時
代
が
く
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
人
は
元
来
、
人
の
間
で
生
き
る
も

の
だ
が
、
こ
ん
な
に
も
そ
の
距
離
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
昔
憧
れ
た
テ
レ
ビ

電
話
を
、
半
世
紀
の
時
を
過
ぎ
、
あ
る
日
突
然
自
分
が
日
常
で
使
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

そ
れ
で
も
、
や
は
り
、
実
際
に
会
い
た
い
。
万
葉
集
を
読
む
と
、
今
会
え
な
い
分
、
古
い
に
し
えの

歌
人
の
想
い
が
し
み
る
。
川
を
守
る
巨
大
な
堰
か
ら
空
に
立
つ
虹
の
よ
う
に
、
顕
わ
に
な
っ

て
も
い
い
か
ら
横
に
い
た
い
共
寝
を
し
た
い
と
い
う
、ま
っ
す
ぐ
な
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

子
ど
も
の
頃
、
七
色
に
美
し
く
輝
く
「
に
じ
」
の
漢
字
に
、
な
ぜ
「
虫
」
が
入
っ
て
い

る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
調
べ
る
と
、「
に
じ
」
の
語
源
は
不
明
だ
が
、

「
蛇へ
び

」
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。
小
さ
な
虫
で
は
な
く
「
は
虫
類
」
の
方
だ
っ
た
の
だ
。

虹
は「
の
じ
」や「
ぬ
じ
」と
も
言
う
。
平
安
時
代
の
漢
和
辞
書『
和わ

名み
よ
う

類る
い

聚じ
ゆ

抄し
よ
う

』に
は
、「
虹
」

「
蜺
」
と
二
種
の
「
に
じ
」
が
あ
り
、
雌
雄
の
区
別
が
さ
れ
た
記
述
が
あ
る
。
天
気
占
い
や

凶
事
の
前
兆
の
例
も
あ
り
、
和
漢
と
も
に
反そ
り

橋は
し

に
た
と
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
虹
が
現

れ
る
こ
と
を
「
立
つ
」
と
表
し
、
虹
が
立
っ
た
と
こ
ろ
に
は
市い
ち

が
立
つ
と
い
う
言
い
伝
え

も
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。「
中
世
以
降
も
蛇
が
息
を
吹
い
た
も
の
が
虹
に
な
る
と
い

う
考
え
が
広
く
見
ら
れ
た
」
と
す
る
辞
書
も
あ
る
。
川
に
か
か
る
虹
は
、
さ
な
が
ら
川
で

水
を
飲
む
大
蛇
の
姿
な
の
だ
ろ
う
か
。
時
代
ご
と
の
辞
書
で
辿
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見

が
あ
り
、
い
つ
も
わ
く
わ
く
す
る
。
万
葉
集
に
は
、
虹
の
歌
は
こ
の
一
首
の
よ
う
で
、
各

辞
書
に
よ
く
こ
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
伊
香
保
山
の
大
き
な
堰い

塞で

に
立
つ
虹
の
よ
う

に
、
人
目
に
つ
く
ま
で
共
寝
を
続
け
た
な
ら
。」
写
真
の
碑
は
、
群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町

水
沢
に
あ
る
水
澤
観
世
音
の
敷
地
内
に
あ
る
。
そ
の
裏
側
に
は
、
説
明
書
き
の
碑
も
あ
り
、

「
橋
本
直
香
ら
の
考
証
に
よ
れ
ば
こ
の
地
に
近
い
船
尾
滝
よ
り
流
下
す
る
滝
沢
川
に
も
う
け

た
往
古
の
堰
堤
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

保
育
園
で
働
く
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
も

う
す
ぐ
小
学
生
に
な
る
そ
の
子
は
、
給
食
を
前
に
、「
ぼ
く
た
ち
の
未
来
は
、
ど
ん
な
ふ
う

に
な
る
ん
だ
ろ
う
。
本
当
に
楽
し
み
だ
ね
。」
と
輝
く
瞳
で
友
達
に
語
っ
て
い
た
。
そ
う

い
え
ば
、
大
人
に
な
っ
て
心
配
事
ば
か
り
を
見
つ
め
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
次
か
ら

次
に
や
っ
て
来
る
大
変
な
こ
と
を
し
の
ぐ
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
雨
の
後
に
は
虹
が
立
つ
。

も
う
一
度
、
夢
を
見
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
子
の
わ
く
わ
く
感
が
現
実
と
な
る
よ
う
、
今
、

大
人
の
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
し
て
お
か
な
く
て
は
、
と
も
思
う
の
だ
。

（
巻
第
十
四　

三
四
一
四
番
歌
）

上か
み
つ
け
の
の
く
に

野
国
の
相さ

う

聞も
ん

往わ
う

来ら
い

の
歌

群馬県渋川市伊香保町水沢にある
水澤観世音の敷地にて
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